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1996年度 2015年度 増減率
建設投資額（兆円）［実質値*］ 82.8 ［81.4］ 51.0 [46.6] ▲38.4 ［▲42.8］

うち建築 45.8 27.6 ▲39.7
土木 37.0 24.2 ▲34.8

建築着工床面積（百万㎡） 258.4 130.0 ▲49.7
うち建築 168.1 80.0 ▲52.4
非住宅 90.3 50.2 ▲44.5

新設住宅着工戸数（万戸） 163 92 ▲43.5

建設業許可業者数（万） 56.5 46.8 ▲17.2
施工実績があった業者数（万） 29.6 21.6（2014年度） ▲27.1
技能労働者数（万人） 450 334 ▲25.8

技能者一人あたり建設投資額（万円） ［実質値*］ 1,840 ［1,810］ 1,527 ［1,396］ ▲17.0 ［▲22.9］
技能者一人あたり着工床面積（㎡）［**］ 57.4 38.9 ▲32.2

ス
ト
ス
ー
ツ
や
フ
ァ
ン
付
き
の
作
業
着
を
も
っ
と
普
及

さ
せ
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

日
建
連
側
か
ら
意
見
交
換
会
に
参
加
し
た
東
亜
建
設

工
業
㈱
の
田
中
ゆ
う
子
委
員
は
、「
職
場
の
理
解
や
地

域
の
子
育
て
支
援
な
ど
を
得
て
活
躍
し
続
け
て
い
る
各

地
の
『
け
ん
せ
つ
小
町
』
の
情
報
は
、
こ
れ
か
ら
建
設

業
で
活
躍
し
た
い
と
考
え
る
女
性
に
と
っ
て
も
大
き
な

エ
ー
ル
に
な
る
。
加
え
て
、
そ
の
活
躍
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
企
業
や
地
域
な
ど
の
連
携
や
支
援
の
事
例
を
発
信
し

続
け
る
こ
と
が
、
建
設
業
に
お
け
る
女
性
の
一
層
の
活

躍
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
」
と
語
っ
た
。

　
「
け
ん
せ
つ
小
町
委
員
会
」
技
能
者
活
躍
推
進
専
門

部
会
（
柴
田
雅
俊
部
会
長
﹇
三
井
住
友
建
設
㈱
﹈）
で

は
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
地
方
公

共
団
体
や
都
道
府
県
建
設
業
協
会
と
の
連
携
を
図
り
、

活
動
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
年
八
月
に

国
土
交
通
省
が
公
表
し
た
『
女
性
活
躍
支
援
に
取
り
組

む
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
例
集
』
で
紹
介
さ
れ
た
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
意
見
交
換
会
開
催
を
計
画
し
て
い

る
。

　

今
回
は
そ
の
第
一
弾
と
し
て
十
月
五
日
、
山
口
県
庁
、

山
口
県
建
設
業
協
会
、
山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ

ー
等
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
「
や
ま
ぐ
ち
建
設
産
業

女
性
の
活
躍
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
訪
問
。
日
建
連

か
ら
は
技
能
者
活
躍
推
進
専
門
部
会
の
委
員
三
名
、
山

口
県
側
か
ら
は
女
性
技
術
者
四
名
が
参
加
し
て
山
口
市

内
の
ホ
テ
ル
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

上／「やまぐち建設産業女性の活躍支援ネットワーク」の皆さん
下／「けんせつ小町委員会技能者活躍推進専門部会」のメンバー

け
ん
せ
つ
小
町
委
員
会
が

意
見
交
換

や
ま
ぐ
ち
建
設
産
業
女
性
の

活
躍
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

　

当
日
は
ま
ず
山
口
県
側
か
ら
、「
や
ま
ぐ
ち
建
設
産

業
女
性
の
活
躍
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
状
況
と

し
て
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
、
女
性
技
術
者
・
技

能
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
の
開
催
、
学
生
向
け
Ｐ
Ｒ
冊

子
「
女
性
も
や
っ
ち
ょ
る 

建
設
業
！
」
の
作
成
・
配
布

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

次
に
、
日
建
連
か
ら
「
け
ん
せ
つ
小
町
委
員
会
」
の

活
動
状
況
と
し
て
、「
け
ん
せ
つ
小
町
工
事
チ
ー
ム
」
の

登
録
制
度
、「
け
ん
せ
つ
小
町
活
躍
推
進
表
彰
」「
け
ん

せ
つ
小
町
セ
ミ
ナ
ー
」
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

ま
た
、「
け
ん
せ
つ
小
町
」
が
働
き
や
す
い
現
場
環
境
整

備
マ
ニ
ュ
ア
ル
お
よ
び
同
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
建
設
業
界
共
通
の
愛
称
「
け

ん
せ
つ
小
町
」
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
活
用
も
要
請
し
た
。

　

続
く
意
見
交
換
で
は
、「
ダ
ン
プ
の
運
転
手
や
交
通

誘
導
警
備
員
は
女
性
が
増
え
て
い
る
」「
パ
ワ
ー
ア
シ

　

労
働
委
員
会
（
今
井
雅
則
委
員
長
﹇
戸
田
建
設
㈱
﹈）

で
は
、
十
月
十
八
日
、
建
設
業
の
人
手
不
足
に
つ
い
て

の
一
つ
の
見
方
、
考
え
方
を
ま
と
め
た
『「
技
能
労
働
者

不
足
」
に
対
す
る
考
え
方
』
と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
公

表
し
た
。

　

建
設
業
が
人
手
不
足
で
あ
る
こ
と
は
、
介
護
や
育
児

分
野
と
並
ん
で
昨
今
よ
く
話
題
と
な
る
が
、
本
レ
ポ
ー

ト
は
、
当
面
、
賃
金
を
は
じ
め
と
し
た
技
能
労
働
者
の

処
遇
改
善
を
行
え
ば
、
全
体
と
し
て
は
供
給
力
に
不
安

は
な
い
こ
と
を
内
容
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
年
前
の
一
九
九
六
年
と
比
較
す
る
と
、
建
設
投

資
額
、
建
築
着
工
床
面
積
等
の
「
建
設
需
要
」
は
四
割

程
度
減
少
し
た
の
に
対
し
、
建
設
許
可
業
者
数
、
技
能

労
働
者
数
等
の
「
建
設
供
給
力
」
は
約
二
割
程
度
の
減

少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
下
表
「
二
〇
年
前
と
の
比
較
」

参
照
）。
言
い
換
え
れ
ば
、
供
給
力
の
減
少
よ
り
も
需
要

＝
仕
事
の
ほ
う
が
大
き
く
減
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
間
の
生
産
性
の
向
上
等
も
踏
ま
え
れ

ば
、
地
域
や
職
種
に
よ
る
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
全
体

と
し
て
見
れ
ば
、
当
面
の
需
要
へ
の
対
応
力
は
十
分
に

 「
技
能
労
働
者
不
足
」に

対
す
る
考
え
方
を
公
表

あ
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
十
月
二
十
五
日
に
国
土
交
通
省
が
公
表
し
た

九
月
分
の
「
建
設
労
働
需
給
調
査
結
果
」
に
お
い
て
も
、

技
能
労
働
者
の
不
足
率
は
全
体
的
に
落
ち
着
い
て
お
り
、

六
職
種
の
過
不
足
率
の
年
間
推
移
は
徐
々
に
改
善
が
み

ら
れ
る
。

　

一
方
、
今
後
一
〇
年
で
発
生
す
る
で
あ
ろ
う

一
〇
〇
万
人
規
模
の
大
量
離
職
に
備
え
て
、
技
能
労
働

者
の
世
代
交
代
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
将
来
に
わ
た

り
必
要
な
施
工
力
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
年

層
の
入
職
促
進
に
よ
る
円
滑
な
世
代
交
代
が
不
可
欠
で

あ
り
、
他
産
業
に
比
べ
て
賃
金
や
労
働
時
間
の
面
で
見

劣
り
す
る
、
建
設
技
能
労
働
者
の
一
層
の
処
遇
改
善
に

向
け
た
取
組
み
を
今
後
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
。

＊ 

建
設
業
界
は
当
面
処
遇
改
善
を
行
え
ば
、
全
体
と
し

て
供
給
力
に
不
安
は
な
い

＊�

近
い
将
来
の
高
齢
技
能
者
の
大
量
離
職
に
備
え
、
若

者
の
確
保
に
よ
る
世
代
交
代
（
技
能
伝
承
）
が
急
務

で
、
処
遇
改
善
が
必
要

20年前との比較（1996年度と2015年度）

本レポートは、日建連ホームページでご覧いただけます。http://www.nikkenren.com/sougou/ikusei.html

*  実質値は2005年度価格による
** 技能労働者は土木系と建築系に二

分されるが、その内訳が不明のた
め、全技能者が建築に従事するも
のとして算出した

● 建設投資額は38％、建築
着工床面積は49％、新設
住宅着工戸数は43％減少
している。

● これに対して建設業許可業
者数は17％、技能労働者
数は25％しか減っていな
い。

● 労働生産性を横ばいとして
も、需要増への対応力は十
分ある。


